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　実際の川に行って流れを観察すると、流速が大きいところ、

小さいところ、水深が大きいところ、小さいところと実に様々な

形態をとって流れていることが分かります。このような流れの

形態の違いは、主に出水時の流水と流砂との相互作用で河床に

起伏が造られることから生じるもので、流れが速くて浅い

ところが瀬、流れが遅くて深いところが淵と呼ばれます。この瀬や

淵とでは魚類の生息場所（habitat）としての機能が異なり、

例えば、瀬はアユのような遊泳力の強い魚の生息、採餌の場、

淵では水深が大きいため魚類の隠れ場所となります。

　これまで魚類生息場所の調査というと、技術者や研究者が形態

的特長にもとづき経験的に区分し、分布を把握するという方法

が多くなされてきました。しかし、このような方法では、洪水や

河川改修の影響による生息場所の微妙な変化を十分に評価

することは困難でした。水深、流速、水面や河床の勾配等定量的

にハビタットの変化を把握することが必要となっています。

　自然共生研究センターでは、実際の河川において縦断測量や

横断測量を組み合わせた調査を行い、生息場所の分布や構造に

関する研究をはじめています。これまでに中小河川中流域を

対象として調査したところ、早瀬や淵といった各生息場所は、

概ね一定の水深、流速及び水面勾配といった物理量を有しており、

河川による構造の違いはそれほど大きくないことなどが分かって

きました。また、川の曲がりや砂州の付き方により瀬・淵の分布や

構造が異なるようです。まだまだ明らかにすべき事象は多いですが、

今後、河川環境の定量的評価を行う上で重要な視点となるでしょう。

　近年様々なタイプの環境保全型護岸が開発されています。

これらの護岸では、従来通りの護岸強度を保ちながら、水際

植生の繁茂を可能にする基盤材の設置、空隙や透水性の確保等様々

な工夫が行われるようになってきました。

　実際の自然河岸に目を移すと、河岸の横断形状や平面形状は

複雑に変化し、流速や水深の小さい“浅瀬”や“淀み”が形成され

ます。このような場所には、シルトや砂といった細粒土砂、

枯葉や剥離した付着藻類等の粒状有機物が堆積し、多様な

生物相を育む流水域とは異なる環境を形成しています。また、

自然河岸の材料は、岩、レキ、砂、シルトなど様々な材料から

構成され、自然河岸特有の景観、草本や樹木の生育基盤、湧水の

供給等多面的な機能を有しています。

　現在開発されている環境保全型護岸は、このような自然河岸が

持つ多様な機能の一部しか再現できていないかもしれません。

自然状態の水際域を再現するためには、それらの形状や材料

そして流速、水深などの物理的な特性、生物の各生育段階における

利用状況等を把握し、これらの相互関係を明らかにする必要がある

でしょう。自然の姿や自然の仕組みを良く理解し、今後より多様な

環境保全型護岸の開発に取り組むことが必要です。
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　天王寺動物園の両生爬虫類館アイファー。その導入部となる

コーナーに、大きな倒木と、水面や地中から突き出した気根が

印象的な「サイプレス・スワンプ（Cypress Swamp）」と呼ばれる

温帯湿地の展示があります。この展示は、アメリカ南東部サウス・

キャロライナ州のコンガリ・スワンプ・ナショナル・モニュメント

（Congaree Swamp National Monument）のある場所をモデル

として、精緻な現地調査の記録を元に再現されたものです。

　監修者である大阪芸術大学環境デザイン学科の若生謙二助教授

のお話しによると、展示計画にあたっては、実際に現地に足を運び、

国立公園局のレンジャーの協力を得て場所の選定、調査を行った

そうです。現地では動植物の調査や景観の写真記録、ラクウショウ

やチュペロ等の樹木の樹皮や気根のウレタン樹脂による象り等

が行われ、それらが、景観の演出や展示造形物の細かな加工に役

立てられたとのことでした。

　この展示には、ハリケーンで倒れた大きな樹木の造形が中央に

配され、その周囲には現地に見られる草本の近縁種が植え込

まれています。そこに自然の光を採り込むことで、現地の景観が

実に巧妙につくり出されています。

　水辺は生き物の生息場として重要な空間です。その形状は決して

一様に整っているわけではなく、植物に覆われていたり、入り

くんだり、樹木が倒れたりしています。そのような無造作な空間に

こそ生き物の生活の場としての役割があり、それが実際の自然環境

の雰囲気を演出するための重要なポイントとなっているのです。

　この展示の前に来た多くの観客は、まず、動きのあるフロリダ

アカハラガメに興味を惹きつけられます。しばらくすると、だん

だんとその環境に溶け込み、まるで湿地に入り込んで生き物を

探すかのように、息をひそめ、全体を眺めて変化を待っています。

すると、倒木の下からゆっくりとミシシッピーワニが顔を出し

たり、水中をワニガメがガラス面まで近づいてきたり、様々なシ

ーンに出会います。ポイントを決め、動かずじっと観察する観

客の姿がよく見られました。

　今回は米国の水理学者、地形学者で賛否両論を巻き起こして

いるRosgenの方法について紹介しましょう。Rosgen（本名

Dave Rosgen）は米国コロラド州でWILDLAND HYDROLOGY

という民間コンサルタントを経営する実務者です。河道地形に

関する調査・研究について30年以上の経験があり、河道地形に

関する膨大なデータを収集したようです。Rosgenはこれらの

データを基に米国における河川を地形学的観点から分類し、

Stream Classification（河道分類方法）を開発しました。この

分類方法では、河道を河床勾配、蛇行度、川幅水深比、下刻度、

河床材料の粒径によってトータル41種類のタイプに分類し、個々

のタイプの水理特性の把握、河道進化（例えば、川幅を広げた

後にどのようなタイプを経由して基に戻るか）の予測等に利用

しています（詳細はRosgenが著したApplied  River Morphology

の本を参考にしてください）。

 米国は国土が広いために全ての河川を日常的な監視下に置き、

人為的にコントロールすることが非常に難しいようです。特に、

河床低下や河床上昇、河岸の浸食による河道の移動を低コスト

で管理する手法は研究や実務の領域でも重大な関心事となって

います。近年は、ある程度の蛇行を許容し、管理不要な持続的な

（self maintaining）河道システムが求められていますが、Rosgenの

方法も、これを最終的な目標として考案されているようです。

　私は米国滞在中オハイオ州立大学の先生に勧められ、Rosgen

がコロラド州で実施している講習に参加してみました。日本円で

20万円（講習11日間滞在費や食費は別）程度という高額な講習で

したが、全米から50人程度の実務者、研究者が参加し、河道地形の

測量方法や解析方法、そして、個々の河道タイプの特性や特性を

活かしながら改修するコツを熱心に学んでいました。ただ、Rosgen

は多分に経験的な実務者であり水理学等の理論的側面が弱い

ことから、講習では英国の高名な水理学者Richard Heyを招き、

理論を補完しています。講習が終わる頃には、「萱場君、この川は

C４タイプだね」といった議論が成立し、河道分類を通して個々の

河川の物理特性については早期に共通認識を得ることができる

ようになりました。ただし、この方法の是非は意見が分かれると

ころです。特に研究者の方には「嫌い」と意志表示することが多く、

現象を単純化することに対する抵抗は強いようです。
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展示見聞録  
北米の湿地に入り込んだ感覚で 

生き物に出会える場所 

特集の内容をさらに身近に体験してもらうために、関連施設の展示を紹介します。 

大阪市立天王寺動植物公園 
両生爬虫類館アイファー サイプレス・スワンプ（温帯湿地） 

　実際の環境の雰囲気が醸し出された展示空間における生き物との

遭遇体験は、観客に強く生き物と環境との関わりを印象づけるも

のと思われます。再びここを訪れた時、さらに実際に現地に足を

運んだ時には、その記憶が鮮明に蘇るのではないでしょうか。

　天王寺動物園は、アイファーに続き、サバンナゾーンの一部も

完成し、実際の環境を再現した中で動物を見せる生態的展示へと

動物園全体が変わりつつあります。新しい展示を見学に、ぜひ

訪れてみてはいかがでしょうか。

サイプレス・スワンプの展示は北米の温帯湿地をモデルに景観の再現が図られている。 
 
 

気根気根は膝のようにみえることから 
サイプレスの膝（Cypress KneeCypress Knee）と呼ばれている。 
気根は膝のようにみえることから 
サイプレスの膝（Cypress Knee）と呼ばれている。 
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魚類生息場所の分布・構造の調査風景 
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